
令和８年度 給与支払報告書（総括表）ご記入時の注意点 
 

 

Ⓐ指定番号 

市民税・県民税を特別徴収されている場合は『特別徴収義務者指定番号』

を記入してください（税務署の納付番号ではありません。市町村ごとに異

なります。）。 

※ 特別な事情があり、普通徴収を希望される場合は『普通徴収希望』と

記入してください。記載がない場合は特別徴収とみなします（電子データ

での提出の際は、指定番号欄には英数字以外は記載しないようにお願いし

ます。）。 

Ⓑ給与支払者の個人番号又は法人番号 

給与支払者が個人事業主の場合は『個人番号（マイナンバー）』を、法人

の場合は『法人番号』を記載してください（右詰で記載してください。）。 

Ⓒ受給者総人員 

令和８年１月１日現在における全従業員の人数(全市区町村分)を記入し

てください。 

Ⓓ報告人員 

提出される市区町村ごとに特別徴収対象者・普通徴収対象者(退職者)・

普通徴収対象者(退職者を除く)をそれぞれ分けて記入してください。 

Ⓔ納付書の送付 

 『必要』『不要』のどちらかを選択してください。 

『不要』を選択された場合は、次年度以降も送付されません。 

 
 

・ 瀬戸市から総括表が送付された事業所は、「瀬戸市専用総括表」を使用 

してください。 

※ 独自の総括表を使用される場合（税理士作成を含む）も、「瀬戸市専用

総括表」（記入不要）を添付してください。 

・ 給与支払報告書と総括表を合わせてクリップで留めていただき、 

令和８年２月２日（月）までに市区町村へ提出又は送付してください。

なお、源泉徴収票（受給者交付用）は、受給者本人に渡してください。 

瀬戸市に提出いただく際の注意点 



 

 

 

 

※令和８年度(令和７年分給与所得の源泉徴収票)の様式で作成してください。 

 

 

  
 

 

・氏名はフルネームで正確に記入し、フリガナ、マイナンバーも記入してください。 

・令和８年１月１日現在（中途退職者は退職時）の住所又は居所を記入してください。 

・令和７年度税制改正により、特定親族を有する場合には特定親族特別控除

に関する記載が必要となります。詳しくは国税庁HPの「令和７年度税制改正

による所得税の基礎控除の見直し等について」を参照してください。 

・市民税県民税の課税・非課税の判定等に使用するため、１６歳未満（平成

２２年１月２日以降生まれ）の扶養親族の人数を記入してください。 

・特別な事情があり普通徴収を希望される場合は、摘要欄に「普通徴収希望」

と記入してください。記載がなければ、特別徴収とみなします。 

・前職分を合算して年末調整を行った場合は、摘要欄に前職の名称・支払金

額等を記入してください。 

・控除対象配偶者または配偶者特別控除対象者、扶養親族については氏名

(フルネーム)、フリガナ、マイナンバーを記入してください。国外に居住す

る非居住者の場合や特定親族特別控除の適用を受けた場合は、区分の欄に内

容に応じた区分を記載してください。 

・退職している場合は、退職日を記入してください。記入がない場合、退職

者であっても特別徴収の通知が届く場合があります。 

・未成年者の判定や個人の特定に使用しますので、必ず記入してください。 

令和８年度 給与支払報告書 ご記入時の注意点 
 

記入漏れ・記入誤り等が多い項目 

※ ５人目以降の扶養親族や障害者である同一生計配偶者(控除対象配偶者を除く)

がある場合は、(摘要)欄に氏名等を記入してください。 

※ 給与支払報告書の記入について、詳しくは国税庁ＨＰの「令和７年分 年末調

整のしかた」を参照してください。 


